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る
「
標
津
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
増
床
計
画
等
検
討
会
議
」
を
平

成
25
年
７
月
に
設
置
し
た
。

　

会
議
メ
ン
バ
ー
は
、
病
院
長

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
）、
副
町

長
、
病
院
事
務
長
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
次
長
、
同
主
幹
、
同
担
当

係
長
、
標
津
福
祉
会
理
事
長
、
標

津
は
ま
な
す
苑
施
設
長
、同
補
佐
、

同
事
務
経
理
課
長
の
10
名
で
、
検

討
課
題
は
「
高
齢
者
福
祉
増
進
の

た
め
の
施
設
整
備
」、「
標
津
は
ま

な
す
苑
の
現
状
と
経
営
見
直
し
」、

「
民
間
と
の
共
存
」
の
３
点
と
し

た
。

　

平
成
27
年
２
月
、
検
討
会
議
で

の
最
終
案
報
告
を
議
会
に
提
示
し

理
解
を
求
め
た
。
主
な
内
容
は
、

「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
（
20
室
）
と
小
規
模
多
機
能
居

宅
介
護
施
設
（
定
員
25
名
、
泊
ま

り
９
床
）
の
整
備
」、「
平
成
27
年

度
介
護
報
酬
改
訂
に
伴
い
、
特
養

の
多
床
室
の
基
本
報
酬
が
減
額
と

な
る
こ
と
、
ま
た
サ
高
住
等
の
整

備
後
数
年
は
安
定
し
た
経
営
が
困

難
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た

め
、
標
津
福
祉
会
の
経
営
努
力
に

加
え
、
高
齢
者
福
祉
増
進
の
観
点

か
ら
町
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ

と
」
な
ど
。

　

平
成
27
年
度
に
実
施
設
計
、
建

設
・
外
構
工
事
を
行
い
、
平
成
28

年
４
月
に
開
設
に
至
っ
た
。

　

建
設
工
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

標
津
福
祉
会
で
一
般
競
争
入
札
に

よ
り
決
定
し
、
外
構
工
事
や
備
品

購
入
を
含
め
た
全
体
事
業
費
は

３
億
７
，
２
０
０
万
円
で
、
国
道

補
助
金
５
，
４
５
０
万
円
、
独
立

行
政
法
人
社
会
医
療
機
構
等
借
入

金
２
億
９
，
０
８
０
万
円
（
20
年

償
還
）
を
財
源
と
し
た
。

▼
建
設
に
係
る
町
の
財
政
支
援

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
た
も
の
で
、
基
本
理
念
は
職
員

が
考
え
た
「
利
用
者
の
人
権
と
尊

厳
を
守
る
介
護
の
質
」、「
人
格
を

尊
重
し
た
生
活
」、「
人
間
愛
と
介

護
愛
の
共
生
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

標
津
福
祉
会
の
事
業
内
容
・
役

職
員
数
は
以
下
の
と
お
り
。

〈
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
〉

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
標
津
は

ま
な
す
苑
（
介
護
老
人
福
祉

施
設
）　

63
床

○
標
津
は
ま
な
す
苑
短
期
入
所
生

活
介
護
事
業
所
（
短
期
入
所

生
活
介
護
）　

４
床

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
標
津

は
ま
な
す
苑
（
通
所
介
護
）　

１
日
25
名

○
標
津
福
祉
会
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
（
居
宅
介
護
支
援
）　　

35
件

○
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
陽
だ
ま

り
（
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
）
登
録
25
名
、
通

い
15
名
、
宿
泊
９
名

〈
公
益
事
業
〉

○
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
陽
だ
ま
り
（
サ
高
住
）　　

20
室
21
名

〈
受
託
事
業
〉

○
配
食
サ
ー
ビ
ス
（
一
人
暮
ら
し

の
方
の
安
否
確
認
と
栄
養
管

理
の
た
め
、
月
～
金
曜
日
に

老
人
ホ
ー
ム
で
作
っ
た
夕
食

を
弁
当
箱
に
詰
め
て
配
っ
て

い
る
。　

９
件

〈
役
職
員
数
〉

○
理
事
７
名
、
監
事
２
名
、
評
議

員
10
名

○
法
人
全
職
員
81
名
（
正
職
員
45

名
、
臨
時
常
勤
・
非
常
勤
36
名
）

　

81
名
の
職
員
の
中
に
は
中

標
津
町
、
別
海
町
、
羅
臼
町

か
ら
通
勤
し
て
い
る
職
員
も

い
る
。

　

町
内
在
住
者
だ
け
で
は
職

員
確
保
は
難
し
く
広
域
で
募

集
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
中

標
津
町
も
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
特
養
な
ど
介

護
施
設
が
多
く
、
職
員
の
取

り
合
い
に
な
っ
て
い
る
。
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
や
高
校
生
の
求

人
の
ほ
か
、
職
員
の
ツ
テ
を

頼
っ
て
お
り
、
民
間
な
の
で

給
与
水
準
は
低
い
と
い
う
こ

と
も
最
初
か
ら
説
明
し
た
上

で
来
て
も
ら
っ
て
い
る
。
職

員
に
な
る
と
い
う
理
由
で
の

移
住
実
績
は
な
い
。

　

介
護
職
員
の
確
保
対
策
に

つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
町
で
介
護
職
員
初
任
者
研

修
受
講
料
の
半
額
を
補
助
す

る
制
度
を
設
け
、
28
年
に
２

名
、
29
年
に
１
名
に
補
助
を

し
て
お
り
、
そ
の
対
象
は
45

歳
以
下
の
標
津
町
民
に
限
っ

て
い
る
。

　

労
働
力
確
保
に
つ
い
て
は

将
来
的
に
外
国
人
労
働
者
も

必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
話

題
に
は
な
る
が
、
介
護
職
だ

と
日
本
語
能
力
が
あ
る
程
度

に
達
し
て
い
な
い
と
記
録
を

残
す
な
ど
難
し
い
部
分
も
あ

る
。
近
々
、
中
標
津
町
に
民

間
の
日
本
語
学
校
が
開
校
予

定
で
あ
り
、
将
来
は
他
産
業

を
経
験
し
て
か
ら
の
転
職
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
現
在

は
地
域
の
65
歳
以
上
の
方
に

も
元
気
で
あ
れ
ば
き
て
く
だ

さ
い
と
お
願
い
し
て
い
る
。

◎
社
会
福
祉
法
人 

標
津
福
祉
会

に
つ
い
て

　

こ
の
社
会
福
祉
法
人
は
、
多
様

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
そ
の
利
用
者

の
意
向
を
尊
重
し
て
総
合
的
に
提

供
さ
れ
る
よ
う
創
意
工
夫
す
る
こ

と
に
よ
り
、
利
用
者
が
個
人
の
尊

厳
を
保
持
し
つ
つ
、
自
立
し
た
生

活
を
地
域
社
会
に
お
い
て
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
社
会
福
祉
事
業
を

開設準備金（運転資金）
5,000 万円

補助金（償還金補填）
1,690 万円

建設資金等償還金補填
1億 6,860 万円

合　計
2億 3,550 万円
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◎
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

施
設
「
陽
だ
ま
り
」
に
つ
い
て

〈
特
徴
〉

　

自
立
（
介
護
認
定
な
し
）
か
ら

介
護
が
必
要
な
方
ま
で
幅
広
く
対

応
。

　

認
知
症
の
方
に
合
っ
た
支
援
。

認
知
症
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識

を
持
っ
た
職
員
が
い
る
。

　

介
護
ケ
ア
の
必
要
な
時
に
は

「
小
規
模
多
機
能
型
介
護
施
設
」

が
利
用
で
き
る
。

▼
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

〇
介
護
・
医
療
と
連
携
し
、
高

齢
者
の
安
心
を
支
え
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
構
造
の
住
宅
で
す
。

〇
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
住
ま
い
（
賃
貸
借
契
約
）

で
す
。

〇
安
心
で
き
る
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

（
安
否
確
認
・
生
活
相
談
サ
ー
ビ
ス
）

〇
60
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
60
歳

未
満
で
も
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で

も
入
居
で
き
ま
す
。

〇
施
設
設
備

　

単
身
用
19
室
、夫
婦
用
１
室（
計

20
室
21
名
）

　

各
部
屋
に
洗
面
所
、
ト
イ
レ
、

収
納
、
暖
房
、
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
、

ベ
ッ
ド
、
寝
具
、
カ
ー
テ
ン
、
照

明
を
設
置
。
表
札
、郵
便
ポ
ス
ト
、

駐
車
場
（
１
人
１
台
）、
花
壇
、

家
庭
菜
園
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
共

用
で
乾
燥
室
、洗
濯
室
、浴
室
（
３

箇
所
）、
共
同
ト
イ
レ
あ
り
。

○
職
員
配
置　

管
理
者
・
生
活
相

談
員
（
兼
務
）
１
名
、
調
理

員
３
・
５
名
（
常
勤
・
非
常
勤

含
む
）

〇
料
金

○
現
状

　

現
在
13
名
ほ
ど
が
入
居
希
望
者

と
し
て
待
機
し
て
お
り
、
も
う
１

軒
建
設
し
て
は
と
い
う
話
も
あ
る

が
、
最
初
の
検
討
段
階
で
は
40
床

か
ら
始
ま
り
、
検
討
を
進
め
る
中

　

要
介
護
３
に
な
っ
た
段
階
で
特

養
に
申
し
込
み
を
す
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
入
居
し
て
も
ら
っ
て
お

り
、
実
際
の
入
所
ま
で
は
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
等
を
使
っ
て
維
持
し
て

も
ら
う
。

　

認
知
症
状
が
進
め
ば
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
と
連
携
し
な
が
ら
、
医
療

面
が
強
く
な
れ
ば
標
津
病
院
の
先

生
と
相
談
し
な
が
ら
入
院
と
い
う

形
で
う
ま
く
住
み
分
け
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

▼
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施

設
（
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
）

　

介
護
を
必
要
と
す
る
人
が
「
通

い
」、「
泊
ま
り
」、「
訪
問
」
の
３

つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
１
箇
所
で
受
け

ら
れ
ま
す
。

〇
少
人
数
で
の
集
団
活
動

〇
認
知
症
の
方
の
受
入
れ
も
安
心

〇
24
時
間
年
中
無
休

〇
わ
か
り
や
す
い
定
額
制

〇
施
設
設
備

登
録
定
員
25
名
、
通
い
15
名

／
日
、
宿
泊
９
室

デ
イ
ル
ー
ム
、
更
衣
室
、
浴
室
、

ト
イ
レ
（
３
箇
所
）

○
職
員
配
置

介
護
士
・
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
10
名
（
常
勤
・
非
常
勤
含
む
）

看
護
職
員　

２
名
（
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
兼
務
常
勤
・
非

常
勤
含
む
）

介
護
支
援
専
門
員　

１
名
（
介

護
士
兼
務
）

　
〇
利
用
者
負
担

居室タイプ １人部屋 ２人部屋
家　　　賃 ４５, ０００円 ９０, ０００円
共　益　費 ２０, ０００円 ２０, ０００円
食　　　費 ４５, ０００円 ９０, ０００円
管理・行事費 １, ０００円 ２, ０００円
合　　計 １１１, ０００円 ２０２, ０００円
介護保険料の

所得段階区分（※1） 区分① 区分② 区分① 区分②
標津町からの
女性学（※2） １３, ０００円 ６, ５００円 １３, ０００円

×２人分
６, ５００円
×２人分

助成後の
月額利用料金 ９８, ０００円 １０４, ５００円 １７６, ０００円 １８９, ０００円

※１　標津町の介護保険被保険者が対象� ※２　このほかに暖房費（12 から 3月）が助成される
　　　区分①　町民税非課税の方　区分②　町民税課税の方� 区分①の方は 5,000 円 / 月、区分②の方は 2,500 円 / 月
別途、冬季割増料金や介護サービス利用時の自己負担金がかかる。

で
職
員
の
確
保
の
問
題
や
、
40
床

は
ピ
ー
ク
で
あ
っ
て
人
口
の
減
少

と
と
も
に
下
が
る
の
で
は
な
い

か
、
下
が
っ
た
時
の
空
床
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
現

在
の
20
室
21
名
と
な
っ
た
経
緯
が

あ
る
。

　

オ
ー
プ
ン
前
の
予
約
は
５
、６

名
で
あ
っ
た
が
、
入
居
後
に
入
居

者
が
良
い
と
こ
ろ
だ
と
ア
ピ
ー
ル

し
た
こ
と
も
あ
り
、
１
年
ち
ょ
っ

と
で
満
室
と
な
っ
た
。
現
在
は
要

支
援
２
か
ら
要
介
護
２
ま
で
の
方

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

◎
標
津
福
祉
会
以
外
が
運
営
す
る

施
設
に
つ
い
て

　

標
津
町
内
に
は
標
津
福
祉
会
以

外
が
運
営
し
て
い
る
高
齢
者
施
設

が
複
数
あ
る
。

▼
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　

認
知
症
の
高
齢
者
が
、
少
人
数

の
家
庭
的
な
環
境
の
下
、
入
浴
・

排
泄
・
食
事
な
ど
の
日
常
生
活
上

の
介
助
や
、
機
能
訓
練
、
服
薬
な

ど
の
健
康
管
理
に
関
す
る
世
話
な

利用者負担
（サ高住入居者）

利用者負担
（サ高住入居者以外）

要支援 １ ３, ０６６円 ３, ４０３円
２ ６, １９６円 ６, ８７７円

要介護

１ ９, ２９８円 １０, ３２０円
２ １３, ６６５円 １５, １６７円
３ １９, ８７８円 ２２, ０６２円
４ ２１, ９３９円 ２４, ３５０円
５ ２４, １９１円 ２６, ８４９円

※別途、食費（朝４００円、昼６００円、夜５００円）、
　宿泊料（１泊２, ０００円）がかかる。
※介護保険各種加算等がプラスされる場合がある。
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ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
入
所

者
本
人
の
可
能
な
範
囲
で
役
割
を

担
い
な
が
ら
共
同
生
活
を
営
む
場

で
、
民
間
が
開
設
し
た
。
町
は
財

政
支
援
は
し
て
い
な
い
が
、
土
地

の
無
償
提
供
を
し
た
。

○
対
象
者
：
認
知
症
の
診
断
を
受

け
た
方
で
、
要
支
援
２
以
上

の
認
定
を
受
け
た
方

○
定
員
：
18
名
（
９
名
×
２
ユ
ニ
ッ
ト
）

○
利
用
者
負
担
：
町
民
税
非
課
税
の
方

８
５
，
０
０
０
円
／
月
～
町
民
税
課

税
の
方
１
０
８
，
５
０
０
円
／
月

▼
高
齢
者
対
応
型
下
宿

　

食
事
の
提
供
や
見
守
り
を
受
け

な
が
ら
生
活
す
る
共
同
住
宅
で

す
。
１
階
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応

で
、
２
階
へ
昇
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

も
整
備
さ
れ
、
各
部
屋
に
は
緊
急

コ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
夜

間
も
管
理
人
が
常
駐
し
て
い
る
。

○
対
象
者
：
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
、
ま
た
は
要
支
援

１
か
ら
要
介
護
１
ま
で
の
方

○
部
屋
数
：
10
室

○
利
用
者
負
担
：
町
民
税
非
課
税

の
方
８
０
，
０
０
０
円
／
月
、

　

町
民
税
課
税
の
方
８
２
，
４
０
０
円
／
月

◎
人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
て

の
家
賃
助
成
に
つ
い
て

　

標
津
町
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
高
齢
者
対
応
型
下
宿
の

入
居
者
に
対
し
て
、
人
口
減
少
対

策
重
点
３
０
事
業
の
う
ち
の
一
つ

「
高
齢
者
福
祉
施
設
利
用
者
の
負

担
軽
減
」
に
よ
り
、
家
賃
等
の
一

部
を
助
成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

住
み
慣
れ
た
町
で
住
み
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
と
の
思
い
に
よ
る
も
の
。

着
手
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

平
成
５
年
に
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
標
津
は
ま
な
す
苑
」、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
を

は
じ
め
、
町
立
病
院
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
」
を
建

設
。
さ
ら
に
そ
の
後
も
平
成
28
年

に
町
民
生
活
の
安
定
支
援
の
た
め

に
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
施
設
「
陽
だ
ま
り
」
も
整
備
し
、

こ
れ
ら
の
施
設
を
有
機
的
に
連
携

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
・
介

護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

医
療
・
介
護
・
福
祉
の
多
く
の

先
進
地
に
見
ら
れ
る
の
は
、
様
々

な
機
能
を
持
っ
た
施
設
を
有
機
的

に
連
携
さ
せ
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

特
に
標
津
町
は
「
健
康
と
福
祉

の
村
」
構
想
か
ら
始
ま
り
、
必
要

施
設
の
建
設
、
そ
し
て
後
に
な
っ

て
も
、
さ
ら
に
必
要
な
施
設
を
検

討
し
建
設
し
て
ゆ
く
と
い
う
経
過

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

雄
武
町
に
高
齢
者
に
必
要
な
施

設
が
足
り
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、「
健
康
と
福
祉
の
村
」
の

よ
う
な
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
の

構
想
こ
そ
が
必
要
だ
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。

◎
各
常
任
委
員
会
の
委
員
及
び

所
管
事
項
に
つ
い
て

▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
～
溝
田
昌
志

副
委
員
長
～
佐
藤
寧

委
員
～
村
上
伸
夫
、遠
藤
友
宇
子
、

金
田
壽
夫
、
栁
原
浩
之

《
所
管
事
項
》
総
務
課
、
財
務
企

画
課
、
税
財
管
理
課
、
教
育
委
員

会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
公
平
委

員
会
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
、
国
民
健
康
保
険
病
院
・
介
護

老
人
保
健
施
設
に
関
す
る
事
項
、

監
査
委
員
所
管
に
関
す
る
事
項
及

び
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に
属
さ

な
い
事
項
。

▼
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
～
福
原
峯
雄

副
委
員
長
～
遠
藤
友
宇
子

委
員
～
長
野
誠
、
嶋
村
義
文
、
金

田
壽
夫
、
栁
原
浩
之

《
所
管
事
項
》
住
民
生
活
課
、
保

健
福
祉
課
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
児
童
セ
ン
タ
ー・保
育
所
、

産
業
振
興
課
、
建
設
水
道
課
、
町

有
施
設
整
備
室
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
及
び
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
事
項
、
農
業
委
員

会
に
関
す
る
事
項
。

�

【
道
内
視
察
時
】

　

村
上
伸
夫
氏
が
令
和
２
年
１

月
10
日
付
け
で
健
康
上
の
理
由

に
よ
り
議
員
を
辞
職
い
た
し
ま

し
た
。

　

今
ま
で
雄
武
町
の
発
展
を
願

い
議
員
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ

た
こ
と
に
対
し
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　
◎
村
上
氏
の
議
員
在
職
期
間

　

平
成
19
年
５
月
１
日
～

�

令
和
２
年
１
月
10
日

◎
主
な
役
職 

～ 

議
会
運
営
委

員
長
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
、
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
、
議
会
広
報
特
別
委
員

会
副
委
員
長
、
広
域
紋
別
病
院

企
業
団
議
員

　

村
上
氏
の
辞
職
に
よ
り
議
員

定
数
10
人
に
対
し
欠
員
１
と
な

り
ま
し
た
。

村
上
伸
夫
氏
が

�

議
員
を
辞
職

◎
視
察
所
感

　

標
津
町
は
人
口
で
も
同
様
で
す

が
、
産
業
構
造
的
に
も
農
業
は
酪

農
中
心
、
漁
業
は
サ
ケ
漁
中
心
で

あ
り
、
雄
武
町
と
共
通
点
が
多
い

町
で
す
。

　

標
津
町
が
「
健
康
と
福
祉
の
村
」

構
想
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、
昭
和
62

年
の
こ
と
で
、
急
速
な
少
子
・
高
齢

化
が
進
行
す
る
下
で
、
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
整
備
拡
充
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
計
画
作
成
に

町からの助成額（月額）

施設種類 町民税非課税 町民税課税

サービス付き
高齢者向け住宅 １３, ０００円 ６, ５００円

グループホーム ３９, ０００円 １９, ５００円

高齢者対応型下宿 ４, ８００円 ２, ４００円
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【令和元年】９月　　　　　
２～５日　第５回定例会開催
　　15日　雄武消防団連合消防演習出席、議長
　　28日　第28回雄中祭出席、議長
10月
１～４日　オホーツク町村議会議長会遠紋ブロッ
　　　　　ク府県行政委託調査（大分県中津市、
　　　　　熊本県嘉島町）出席、議長
　　２日　第７回議会広報特別委員会開催
　　５日　共栄小学校学芸会出席、議長
　　６日　沢木小学校学芸会出席、遠藤議員
　　〃　　豊丘小学校学芸会出席、溝田総務文教
　　　　　常任委員長ほか１名
８～９日　常任委員会合同道内視察調査（標津町、
　　　　　中標津町）
　　12日　陸上自衛隊創隊67周年 北部方面隊音楽
　　　　　まつり（札幌市）出席、議長
　　〃　　札幌雄武会総会「ふれあいの夕」（札
　　　　　幌市）出席、議長
　　13日　北部方面隊創隊67周年祝賀会（札幌市）
　　　　　出席、議長
　　18日　北海道知事の地域訪問「なおみちカ
　　　　　フェ」出席、議長
　　21日　議員協議会開催
　　〃　　第８回議会広報特別委員会開催
　　25日　第９回議会広報特別委員会開催
　　28日　歌志内市議会「行政常任委員会」行政
　　　　　視察（買い物利便性向上対策について）
　　　　　受入対応、議長
　　30日　オホーツク圏活性化期成会秋季要望
　　　　　（札幌市）出席、議長
　　〃　　北海道議会議員（管内選出議員）との
　　　　　意見交換会（札幌市）出席、議長
11月
　　１日　国営農地再編整備事業（南側）事業調査

　　　　　 の早期実施要望（札幌市）出席、議長
　　３日　雄武町栄典表彰式出席、議長ほか８名
５～７日　高規格幹線道路旭川・紋別自動車道早
　　　　　期建設促進期成会中央要望（東京都）
　　　　　出席、議長
　　10日　第21回遠軽自衛隊定期演奏会（遠軽町）
　　　　　出席、議長
　　12日　武部新衆議院議員との意見交換会（東
　　　　　京都）出席、議長
　　13日　オホーツク町村議会議長会役員会（東
　　　　　京都）出席、議長
　　〃　　全国町村議会議長会創立70周年記念式
　　　　　典及び第63回町村議会議長全国大会
　　　　　（東京都）出席、議長
14～17日　武雄の物産まつり「ふれあい交流会」
　　　　　等（武雄市）出席、議長ほか２名
　　17日　益子町表敬訪問（益子町）、議長
　　20日　議会運営委員会開催
　　〃　　第６回臨時会開催
　　23日　第38回「東京・雄武会」定期総会（東
　　　　　京都）出席、議長
　　〃　　大嘗祭奉告祭・雄武神社勤労感謝祭出
　　　　　席、副議長
12月		
　　１日　紋別市議会議長柴田央氏追悼式（紋別
　　　　　市）出席、議長
　　３日　ほたて漁業終了に伴う切り上げ出席、
　　　　　副議長ほか２名
　　４日　全員協議会開催
　　６日　議会運営委員会開催

 

編
集
あ
と
が
き

　

令
和
に
な
っ
て
は
じ
め
て
の
新
年
を
迎

え
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ま
お
元
気
に
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
は
雄
武
町
で
山
火
事
が
発
生
し
ま

し
た
。
原
因
は
特
定
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
地
球
温
暖
化
や
地
球
環
境
の
変
化
を

強
く
感
じ
る
出
来
事
で
し
た
。
ま
た
、
４

月
に
は
町
議
会
議
員
選
挙
、
９
月
に
は
24

年
ぶ
り
と
な
る
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
12
月
議
会
で
は
10
名
中
８
名
の
議
員

が
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。
町
長
が
代
わ

り
、新
た
な
政
策
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
皆
様
が
便
利
に
な
る
こ
と
は
良
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
財
政
に
対
し
て

過
大
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
適
切

に
審
議
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
12
月
議
会
に
は
多
く
の
方
が
傍

聴
に
来
て
く
だ
さ
り
、
新
た
な
町
政
に
対

し
て
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で

す
。
３
月
も
ぜ
ひ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
年
も
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
明
る
く
健

や
か
な
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員

�

委
員　
　

遠　

藤　

友
宇
子

会議 誌日


